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PLeaSe tell us !!
①主な仕事 ②選手との関わりで心掛けていること
③感動した瞬間は？ ④つらかった事
⑤マネージャーになって良かったと思った時
⑥監督(または顧問)は授業の時と違いますか？
⑦座右の銘

高校運動部マネージャー特集

〇硬式野球部〇軟式野球部〇男子バレー部〇水泳部〇陸上部〇剣道部の各部にお邪魔して、
部活引退後間もない高校3年生のマネージャーに、この3年間の熱い 思いを伺いました。

軟式野球部 ▪菅原 凛
①・メニューの準備から片付けまで・ジャグ作り・負傷者や体調不良者のケア
・試合時はスコアの記入やアナウンス・打率出塁率の計算・部活で必要な道具などの管理や補充
・三送会や卒業式に向けての準備など…
②他学年の選手からも気軽に頼ってもらえるよう、みんな平等に、楽しく接するようにしていた。
また部活に慣れていない新入生には、自分から積極的に話しかけていました。
③選手の頑張りが勝利に繋がり、みんなが喜んでいる姿を見た瞬間は本当に感動しました。
④マネージャー業は、長時間動く体力が必要だったり、重いものを運んだりすることが多いので、
慣れないうちは体が痛くなったり、痣ができたりと辛かったです。
他にも（辛いと言うより）試合でスコアを書いたり、打率出塁率の計算などの仕事をするには、
野球の知識が必要な為、その勉強をしなければならないので大変でした。
⑤「ありがとう」と一言言ってもらえただけで、自分たちマネージャーの仕事は
選手の役に立っているんだと実感した時は嬉しくて、マネージャーになって良かったと思いました。
⑦縁の下の力持ち

硬式野球部 ▪渡邊愛梨 ▪内田春菜 ▪根本惟礼
①・選手の飲み物を作る・トイレや下駄箱、食堂、厨房、バックネット裏などの掃除・おにぎり作り・対戦校の監督さん、審判の来客対応
・（公式）スコア・（公式）アナウンス・大会運営の手伝い・券売など
②選手が試合や練習に集中して取り組みやすいように常に笑顔で接すること。
③選手がきつい冬練をみんなでやり終えたときやそれを乗り越えて試合に勝ったとき。秋の大会で東海大菅生に勝ったとき。
甲子園がなくなっても全力で頑張っていた時。 東海大菅生戦で記録員としてベンチに入り、チームの一体感を感じた。
④アナウンスがうまく行かなかったとき。コロナの影響で練習ができなくなった事。春の大会、甲子園が中止になったこと。
⑤選手たちが１つの目標に向かって一生懸命、本気で頑張る姿を間近で応援できたこと。自分も頑張らなければとやる気をもらえたこと。
もっと野球を好きになったこと。
⑥誰に対しても裏表なく同じように接して下さいます。野球部ではなくても優しくて思いやりのある方なので変わりなかったです。
⑦常に全力！ どんな事でも一つ一つ丁寧に。

硬式野球部小倉全由監督より全ての高３マネージャーに
向けて直筆メッセージをいただきました！！



男子バレーボール部 ▪江原真未 ▪近藤 佳音
①試合のデータ分析、ボール渡し、ボール拾い、部活の荷物管理、怪我の対応、部活の予定管理。
②その場にいる選手の人数確認や変わった様子がないかのチェックをするようにしている。
同級生や後輩に対してどうしても指示を出さなければいけない場面があるので、
部活中は友達のような関わり方をしないように気をつけました。
③全国私学への出場が決まった時
現大学2年生の先輩方が、最後の試合に負けてしまったあと
選手がとても悲愴感に溢れていて、初めての大会だったこともあり、
こんなに悲しめるほどに頑張れるのってすごいなと今でも、よく覚えています。
④公式戦で連続試合だった時の準備。
マネージャーが2人だけになってしまったことは、精神的にも肉体的にも大変でした。
⑤人として色々なことを改めて学べた。また、視野がすごく広がった。
目上の人への対応力が少し上がった。
視野が広くなったと思います。事の前後を自然と考えるようになったり、
精神的な面でよく成長できました。
⑥顧問の授業は受けていませんが、毎年中学受験希望者に向けて、
夏の体験授業にお手伝いで参加します。体験授業で怒ることは無いのですが、
そこと比較してもあまり変わらないと思います。いや、やっぱり部活中は少し厳しいかもしれないです。
⑦水滴石を穿つ 置かれた場所で咲きなさい

水泳部 ▪緒方 凜太郎 ▪松田 彩愛
①・選手のタイム計測・声だし・ドリンク作り・大会記録の作成など
②選手の体調管理
注意をするときや相談に乗るときの言葉遣い（言い回しなど）
③選手から感謝されたとき
５０ｍや100ｍを何十本も泳ぐような練習を声を出して応援し、
やり終えたとき。選手のベストタイムが更新したとき。
先輩の最後の大会のリレー応援の時など沢山あります。
④ミスを多く続けてしまったとき
あってもつらかったことはないです。
⑤人をまとめる大変さが分かった。
周りを見て先を考えて行動することができるようになった。
⑦粉骨砕身 臨機応変

剣道部 ▪田中菜々美
①太鼓、試合の記録、お茶作り、掃除
②試合前はアドバイスを出来るように心掛けた
③部員の成長を感じた時
④顧問と意見が合わなかった時
⑤感謝された時
⑥部活の時は怖いけど、授業の時は優しい
⑦為せば成る、為さねばならぬ何事も

高３生マネージャーの皆様
まさに青春の１ページ！
記事作成に当たり、日大テスト
直前というスケジュールの中、
取材と写真提供にご協力いただ
きありがとうございました。
ＰＲ委員会

陸上部 ▪海野 葵 ▪酒井 菜々子
①練習に必要な道具を準備したり、選手のタイムを計る。
大会では、選手の走ってる動画やラップタイムを計る。
②何事も選手のことを優先して行動する。
選手達とよくコミュニケーションを取ることです。
何かあれば気軽に話しかけられるような関係を築くことが大切だと思い、
学年性別関係なく会話することを心掛けました。
③選手が都大会に進んだこと。合宿の最後に行われる部員全員のリレー。
先輩方の引退試合です。ずっと見てきた先輩方の最後の走りはとてもかっこよくて、
足や腰が痛くても、最後まで全力で走り切る先輩方の姿にはとても感動しました。
④マネージャーになってまだ時間が経ってない時は、覚えることがいっぱいあったり
人間関係で上手くいかなかったりしたこと。
合宿。毎朝5時起きて朝練の準備をし、練習が終わるごとにスポーツドリンクを
作り直さなければいけないので、宿舎での休み時間はほぼありませんでした。
また雨の中タイムを測り記録することが大変でした。
⑤選手から「ありがとう」って言われたり、選手がいい結果を残せたときにすごく嬉しくなること。
タイムを測ったり、準備、片付けといった、マネージャーにとっては当たり前の仕事なのに、
選手達は小さな事でも必ず感謝の言葉を伝えてくれました。人の役に立ててると
実感することができてとても嬉しかったです。
⑥普段からあんまり変わらず優しいです。
授業を受けたことはありませんが、よく進路相談をしていただきました。
⑦一所懸命 一日一善


